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膀胱 に お け る Pacini小体の 存在 は, 多くの 研究者 に よっ て光学顕微鏡的に報告され てき た. しか し
その微細構造に つ い て はい まだ 未解決 であ る. 今 臥 光学顕微鏡お よ び電子顕微鏡 によ り本小体の構造 を
観察す べ く研究を行 っ た . ラ ッ ト膀胱壁 にお ける Pa cini小体は卵円形 ま たは楕円形を呈 し, 身体の他の部
位に み られ るも の に 比 して小型である(長径15～ 30ノJ, 短径8
～ 20J`). 本小体は下部膀胱休部側壁筋層内
に散発的に み られ, 膀胱全体 と して 6～ 10個程度存す る も の と思われ る . と き に2～ 3個が近接 して認 めら
れ, まれ に粘膜下層内に もみ られ る. Pa cini小体 は ,本体 t 毛細血管お よ び有髄神経線堆か ら構成さ れ る.
本体は結合組織性 の 外側被膜,Scbw a n n氏細胞 に 由来す る 内棍, お よび 中心 に 位置する無髄軸索か ら なる.
電子顕微鏡的に は, 外側被膜 は 2～ 3層 の同心円状 に 疎に 配列す る被膜細胞 と その 扁平な突起か らな る. 外
側被膜の細胞体お よ びその 突起の 相互間に は, 少量の 膠腐線経と無構造物質が介在す る. 内棍は 5～ 10層
の比較的密度小な内梶細胞と その 扁平 な突起か ら な り, 細胞体は内梶の長軸上 の 外側端に 接 して存 し, そ
の突起を内側方に 延ばす. 無髄軸索は内梶細胞の 最内側の層板 に密接 して い る. 無髄軸索の最終末部 は,
多くの mitocho ndria と微構造上 syn aptic v e siclesに 類似 した無顆粒性お よ び顆粒性小胞 を内包す る. こ
の最終末部は扁平な断面を呈 し, こ れ か ら小突起 を内梶の放射状の間隙(r adialc efts) 内に 出す. と きに
少数の小胞を含 む小軸索突起 が内棍の層板間に 認め られ る. Pacini小体の無髄軸索内に線毛の存在を認め
た
.
Key w ords Pa cinia n c o rpu scle, Urin ary bladder, Cilia, Rat
Pacini小体 (Vate r-Pa cini小体) の 名称 は古く
1741年 Vaterl)が 発見し, 約 1世紀後 Pa cini2)が その構
造に論及 した こ と に よ る3). そ の後 多数の組織学的研究
がなされてき たが3)
～ 8)
, その 多く は methyleneblu eを
剛 )た生体染色標本の光学顕微鏡 (以下光頗 と略記)
検索に よるも の であ っ た
.
Pa cini小体の 電子 顕微鏡(以
下電顕と略記) に よ る観察 は, 1950年代中頃か ら行 わ
れ,微細構造が次第 に 解明 さ れ てき た9ト 20). これ らの研
究の大部分は ネコ の腸間膜 の Pa cini小体 を対象 と した
ものであり3)･5ト 8)IlO卜 1 5)･1 9), その 他ネ コ の膵3)9)1 4)や 四肢の
一 部1 5ト1 7)の も の , ヒ トの 四肢1)2)1 3)2 0や イ ヌの 前立腺や
尿道4)の も の が ある . ラ ッ トでは近年 Zelle n a1 8)が 坐骨
神経圧挫後 に お こる下腿 骨間膜の Pa cini 小体の再生を
電顕的 に観察 して い る.
膀 胱に お ける知覚神経終末と して は, 自由神経終末
と少数の被膜性神経終末 (en c aps ulated n e rv e e nd-
ings)の 存在が 報ぜ られ , 後者と し て Pa cini 小体が 知
ら れ て い るが , その報告は断片的で意外に 少なく2 1ト 2 5),
い ずれ も m ethyle n e blu e生体染色21), 渡銀法2 2)2 3),
he m ato xylin
-
eO Sin 染色24)25) な どに よ る光顕 レ ベ ル
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の観察に過ぎず, その微細構造 に 関 して は い まだ 報告
され て い な い . 著者 ら は 今回 ラ ッ ト膀胱 の い わ ゆ る
Pa cini小体を電顕 によ っ て検索 した の で, こ こ に報告
す る . な お, Pa cini小体 の有髄神経線練成分 の観察の
ため , オ ス ミ ウム(Os)に よ る髄鞘染色お よび toluidin e
blu e染色を用 い て光顕的に も検討 した.
材料お よ び 方法
研究材料 と して体重 180g ～ 250g の 健康 な W ister
系成熟処女 ラ ッ ト(計25匹) の 膀胱 を使用 した. 材料
の採取は す ぺ て エ ー テ ル 麻酔下 に 行 っ た . ま ず, 髄鞘
染色の た め の光顕用材料 は, 腹壁正 中切開に続 い て恥
骨 を完全 に離断 し, 直腸 を除い て勝胱 をは じめ尿道,
子 宮, 謄 な ど骨盤内臓を 一 括 して摘出 した後, 余分の
子 宮角お よ び腹を切除, 膀胱 と尿道 に子宮頸 と謄の 一
部が 付着 した も の を固定液に投 じた . 電顕用材料は,
開腹後直 ち に 膀胱 の主と して側壁 をで き る だ け外力を
加 えな い よう に注意 しな が ら鋭利 なメ ス で切除し, 速
やか に細切 し電頗用前固定液 に 投 じた .
Os髄静 染色用固定液 は次 の如く作製 した . 8%fo r-
m aldehyde 液 :5ml, 2%OsO.液:5 ml, 0.2 Mpho s･
phatebuffe r(pH :7･4):10ml, S u C rO Se:0.8g か ら
な る混合液 を材料採取の直前に 作 り,4
0
C で 2昼夜固定
した . 固定後水洗, 脱水, パ ラ フ ィ ン 包理 し, 厚 さ約
7〟 の連続切片を作製 し, 鏡検 した .
電顕標本 の作製 は以下 の方法 で行 っ た . 採取 した 試
料 は 4
0
Cで 0･05 Ms odiu m c a c odylate 緩 衝 (pH :
7･4)5%gluta raldehyde 液 で約 15分間前固定 の後, 同
緩衝 1%OsO4掛 こて約 2時間固定 を行 っ た. その 後, 試
料 を漸次高濃度 の etha n ol系列で 脱水, Epo n812 にて
包理 した. 超薄切片 はガ ラ ス ナイ フ を用 い ,L E B- 4801
A お よび
.
2088 Ultr oto m eに よ り作製, 5% 酢酸ウ ラ ン
と Pb(佐藤氏液28))の 二 重染色 を施 し, H ロー 12, JE M
- 10 0 B, H
- 60 0な ど の 電 顕 に よ り 直 接 倍 率
1,500～ 20,000倍で 撮影 した. な お, 超薄切片 の作製に
先立ち, 厚い 切 片に toluidin eblu e染色 を行 い , 光顕
用 観察 に 使用 した.
成 練
Ⅰ . 光顕所見
ラ ッ ト膀胱の Pa cini小体は , ネ コ の腸 間膜 な どの も
の に 比 して 小型 で (約1/10 また は そ れ以下) 8)非定型
的である. 本小体 は大き さが, 長径 15～ 30J∠, 短径 8～ 20
〝 のほぼ卵円形ない し楕円形 を呈 し, 一 般に尿管開口部
より頭側の下部膀胱休部側壁筋層内に 通常 1個 (写真
1, 4) と き に数個が互 い に近接 して認 め られ る (写真
2). ま た稀で あるが粘膜下層内にみ ら れ る こ とも ある
(写真3)･ 膀胱休部 で も, 膀胱頂お よび これ に近い筋
層内に は存在 しな い ･ 勝胱外膜内に は, その存在を確
認 で き なか っ た .
Pa cini小体 の構造 は, 本体(外側被膜, 内梶および
無髄軸索か らな る) お よ び こ れ に 付属す る毛細血管と
有髄神経線推か ら な る･ 本体の 外側被膜と内棍は同心
円状 に 配列す る 層板構造か らな り, そ の 中心に無髄軸
索を内包す る･ 通常･ その長径上の → 端に毛細血管が
認 め られ (写真1, 2, 3), 2個 の小体が接近している
場合 に ほ両者が 1本の 血管 を共有 して い る ことがある
(写真2)･ 毛細血管 と同端部 また は他端部に比較的太
い 1本の 有髄神経線推が観察 され る (写真1, 3, 4)
.
こ の 有髄線維 は 05髄 鞘染色 で は比較的弱く染る が
toluidin eblu e染色で は漉染す る .
ⅠⅠ. 電顕所見
光顕 にて観察され た Pa cini小体 の本体は,(1桝側被
膜 (o ute r c apsule) とそ の 内側 に ある(2)内棍(in ner
C O r e), お よ び中心 に 存 す る(3)無髄軸索(u n myelin ated
a x o n) の 三 者か ら構成 きれ る (写真 6).
外側被膜 は被膜細胞の細胞体 とそ の突起の重なった
層板(1a mellae) とか らな る
. 前者は大 きな核を有し,
細胞質 は電子密度大 で , 少数 の mito cho ndria (以下
mito･ と略), 粗面小胞体, ゴル ジ装置, mic rotubules(m .
t･ と略), microfila m e nts (m .f.と略), densebodies,
C O atedv e sicle sな どを含む . 後者 は内棍を囲み, ほぼ
同心円状 に 配列す る 2 ～ 3層の 巾 0.1～ 0.5〟 の扁平な
細胞突起 か ら な り, 隣接 す る層板 は断端の所々 で互い
に重畳す る. 層板 を形成 す る細胞質 は遊離リボゾ ー ム
に富み密度大 で, 各々 の層板間, 最内側の層板と内棍
の 間, お よ び小体 の周囲に膠原線推お よ び無構造物質
が介在す る. ラ ッ ト膀胱 の本小体 の 外側被膜の層板の
数は, 上 記の よ う に, ネ コ な どに み られ るも の に比し
て, そ の 数が 少な い のが 特徴で ある. 内棍 は無髄軸索
を包 む層仮構造で , そ の 最外備 に 位置す る内原細胞
(in n e rc ore cell) の細胞体 と, それ か ら内側に延び
た細胞突起の同心性 な らん だ層板 (in n e r c or ela m el･
1a e)と か らな る
. 内梶細胞は内棍の 一 極 に 偏して比較
的大 き な核 をも ち, 細胞質は上 記の 被膜細胞の それに
比 し て密度小 で明 る く, 基底膜 を有す る. 細胞体およ
び層板 の細胞質内に は種 々 の小器官の ほか , 被膜細胞
の場合以上に しぼ し ば pin o cytotic v e sicle sを認める.
内梶 の 層板 の個々 は被膜細胞のものより厚く(巾0.3～1
〟), 中心部に 近 い もの程薄く な っ て, 無髄軸索を中心
に 比較的密接 して位置 して い る(写真6 で は6～ 8層).
個々 の層板間に は間隙のある部 と密接す る
■
部があり,
間隙が 存す る部で は基底膜 な らび に 少量 の膠原線維の
存在 をみ る. 密接する部 では層板間に de sm o so m e様の
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構造が認められ る ･ 中心の 無髄軸索と最内側の層板 と
軋 巾約20n m の密度小な層を介 して密接 し, こ の部
では基底膜は介在 しな い . 内棍の 層板間に, 層板内の
細胞質よ り密度大で, 内部 に m ･ t･ , m ･ f･ , Syn aptic
v esicle s( 以下 s. Ⅴ . と略) 様の小胞な どを含 む細胞膜 に
囲まれた 断面が介在 す る. こ れ はそ の構造上無髄軸索
の突起と考 えられ る. s･ V .様の小胞 に は, 内部 に c o re
を含まな い 径50
～ 100n m の無顆粒性小胞(agr an ula r
v esicle s)の ほか に, 密度大 な c o re(径50～ 70n m) を
もつ径80～ 100n m の 額粒性小胞 (gr a n ula r v e sicle s)
の2種頸が観察さ れ た(写真5). Pa cini小体の 横断像
では, 中心 に存する無髄軸索は扁平な断面を示 し, こ
れを内棍細胞の突起(い わ ゆる he mila m ellae)が両側
㌔ユらはさ むよ うに取囲ん で い る のが 観察 され る. 横断
面に おける軸索の両端で は, 内棍 に縦走す る 2条の 間
隙(radi alc efts)が形成 され , 軸索は こ の間隙に向っ
て双角状の小突起 を出す (写真8).
中心の無髄軸索は , 縦断像で は長い 楕円形 を呈 し,
内部に は mito . , m . t., m . f. , den sebodiesな どの ほ
か, 無頼粒性小胞お よ び顆粒性小脇が存在す る. 無髄
軸索の最終末郡(ter min alsegm e nt)で は多数の mito.
が集積し, 横断像で r adi alclefts に入 る突起内に 上 述
の小胞が多数存在す る (写真8).
なお, ラ ッ ト膀胱の Pa cini小体の 電顕像 にお い て,
いまだ報告さ れ て い な い きわ め て興味深い 新知見 を得
た. すなわ ち, 無髄軸索 に お い て線毛 (cilia) の存在
を見出した. 線毛 に お い て は, 密度大な物質 に 埋 っ て
平行して走る 9対の微細小菅があり, こ れ は 一 般 に他
の細胞にお い て線毛に 特有 な微構造 とさ れ る構造であ
る(写真6, 7, 8).
考 察
Micha eilo w21】は ウ マ と ネ コ の 膀胱 に,通常の Pacini
小体よ り被膜 の薄 い 小体 を認 め, 異 型 Pa cini小体
(m odifizierte Vate r- Pa cinische K8rper che n) と
して初めて報告 した . 続 い て Stぬr2 2)は ヒ トの膀胱の外
膿内に, 井 村 8)は マ ウス の 筋層内に, S hehata2 4)2 5)は
ネコ膀胱の筋層, 外膿 お よ び粘膜下層内に , 同種の 小
体の存在を認め, 光顕所見 を報告し てい る .
著者らは今回, Os髄鞘染色の連続切片榎本 と電顕に
より, 主と して尿管開口部 よ り頭僻で下部膀胱休部側
壁の筋層お よび粘膜下層内に 同種 の小体 を認 め た. 著
者らがみた小体 は, 軸索を取囲ん で同心円状 に なら ん
だ層板をも ち, その 一 端 に 毛細血管 を有す る構造上 の
特徴がある
.
こ の特徴 か ら考 える と, 著者ら の みた小
体は洞 じく被膜性神経終末に 属する M eis sner 氏触覚
小体(ta ctile corpu scle s of Meiss n e r) 2 7)や Kra u se
氏棍状体 (e nd bulbs of Kra u se) 2 8)とは異な り, い
わ ゆる M icha eilo w2uが m odifizie rte Vater - Pa cini･
血 e K8叩 e rCbe nと して報告 した もの に 相当す ると 考
え られ る.
膀胱 に 酎ナる知覚神経終末の電顕所見は, わ ずか に
近年 Vsbivts ev aら29)のカ エ ル 膀胱頸部の自由神経終
末の報告がある に 過ぎず, Pa cini小体 に つ い て はい ま
だ報告 をみない . ラ ッ ト膀胱の Pa cini小体 は微構造上
外側被膜, 内梶お よび無髄軸索か ら構成 されて い るが,
こ れ に加う る に内梶の層坂内に, 層板に はさま れて細
い 無髄軸索が存在する こ とが 判明 した . 著者 らが見た
内棍の層板間に見出 した こ の細い 無髄軸索は, 膀胱以
外 の Pa cini小 体 で Polac ek ら11), C ho u chko v13),
Sa ntiniら
14)
,Spe n c erら
1 5)が 中心 の主軸索以外に 指摘
した副軸索に相当す るも の と思われ る が, その性格に
つ い て 著者 ら は c ate chola mine検出法 で検したが , こ
れ の遠心性 adre n alin 作働性 を認容 し得る知見に は達
しなか っ た . また著者 らの光顕所見で , Pa cini小体に
達 する神経線経 と して 1本の 有髄線推 しか認められず,
ま た電顕的 に, 主軸索お よ び内棍内の細い 軸索構造物
が , と も に 顆粒性小胞と無頼粒性小腹 と を含み, 両者
の内部構造が よく類似 して い る点な どか ら推測する と,
内棍内の 細い 軸索 は, 主軸索か らの 分枝と も考え られ,
知覚性 の終末である こ と を否定 し得 な い .
今回著者ら は, ラ ッ ト膀胱の Pa cini小体の軸索内に,
明 らか に微細構造上線毛と考 え られ る構造物を見出 し
た . 知覚終末 に お け る線毛 の存在 は, Che m o re c epto rs
の 一 種で ある喚覚受容掛 こお ける 01fa cto ry cilia が よ
く知られ て い る 叫
. 今 日まで, 広く各種動物お よび各種
臓 掛こお け る Pa cini小体にお い て, そ の終末軸索に線
毛 が存在す る とい う報告 をみな い . 小体の 中央部 を走
る主軸索, すな わ ち知覚線維の末端部に , 線毛が 存在
し, しか も線毛が複数で存す る こ と が明ら か に な っ た
(写真8).
この 線毛の 機能的意義に 関 して考察す る と, 一 般に
生理 学的に は, Pa cini小体は, 外部から加わ る機械的
刺激の受容器, と く に振動覚に 関与する受容器 とされ
て い る31】. 著者 らの みた 線毛 は, こ れ ら刺激 に対す る感
受 性を高 める, い わ ゆ る増感構造と しての 作用 をもつ
と考 えられ る. しか し膀胱に お い て は, 単 に膀胱壁の
伸展に 伴う尿意(m e cha n o re c epto rs)32)だ けでな く,
炎症時 な どに お ける異常尿意 もあり, 線毛が近位 に あ
る血管 との関連にお い て, 一 種の che m o re c epto rsと し
て作用 し, 尿意の 出現 を コ ン トロ ー ル する こと も否定
で き ない
. 本小体 の粘膜下層にお ける存在や, 本小体
が 必ず血管を具備 す る こ とな どは, こ のよう な cbe m o-
r e c epto rsと しての 作用 をも有す る のか も知れ ない .
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結 論
ラ ッ ト膀胱壁 に存 す る Pa cini小体 (Vater - Pa cin i
小体) を光顕およ び電顕 に て観察 し次 の 結果を得た .
1. 光顕的に は, ラ ッ ト膀胱の Pa cini 小体 は, 卵円
形な い し楕円形を呈 し, 小形で (長径15～ 30メイ, 短径
8～ 20ノJ) 一 般 に非定型的 であり, 尿管開 口部よ り頭側
の下部膀胱休部側壁筋層内に 通常 1個, と き に数個が
比 硬的近接 し て認 め られ る. また とき と して 粘膜下層
内に もみ られ る.
2. 同小体 の構造 は, 本体 (外側被膜, 内棍お よび
無髄軸索か ら なる), 毛細血管 お よびび有髄神経線維か
らな る
. 毛細血管は本体の長軸 の 一 端に 接 して位置し,
複数 の こ ともあ り, また 2偶の小体が近接す る場合 1本
の毛細血管を共有する こ と も ある. 有髄神経線維 は比
較的太く, 毛細血管 と同 じ小体端 また は反対端 に位置
す る.
3. 電顕的 に は, 本体 は1) 外側被膜, 2) 内梶, 3)
無髄軸索の三 者か ら構成 され る. 外側被膜 は被膜細胞
体と その 突起 である薄 い ( 巾0.1～ 0.5〟) 数層の層板
か らな り, こ の層板は内棍 を取囲み ほ ぼ同心円状 に配
列す る. 内梶 は 中心の無髄軸索を包 み, 外側被膜よ り
に 位置す る細胞体と, それ か ら内側 に 延び る 扁平な層
板か らな る. こ の層板 は通常 5～ 10層 の比較的密な同
心状の配列 を示 す.
4. 内梶細胞の層板間に こ れ に密接 して , 無髄軸索
と考 えら れる構造物の介在 を認め た. この 無髄軸索に
は無顆粒性小胞と顆鱒性小胞の 2種類が観察さ れた .
5. 主軸 索は縦断 で は 長 い 楕円形 を呈 し, 内部に
mito chondria, mic rotubule s, mic r ofila m ents, de n se
bodies, 無顆粒性な い し顆粒性小胞 な ど を包含 す る . 主
軸索の最終末部 (te rmin als egm e nt) で は比較的多く
の mito chond ria が集模し, 扇平 な断面 を呈 する両端部
(radial clefts に 向う部) で は両種 の小胞が多く認め
ら れた.
6. Pa cini小体の知覚神経終末 に線毛の存在 を認め
た. こ れ ら線毛は微細構造上, 密度大な物質に 埋 っ た
9対の微細小菅を有す る . 最終末部の横断か ら得 られた
電顕像は, 線毛が 1本の神経終末に 1本だ け存在す る
も ので は な く, 複数存在 す る こ と を示 してい る.
稀を終 える に あたり, 御指導 と御配慮を賜 わりま した西 田
悦郎教授 に深 く感謝 い たします. また, 顔徴 鏡写 真の 作成,
文献の整理 な どに , 協力を惜 しまれ なか っ た西村竹治郎･横
田輝 一 ･ 藤田弘1相川 みち代 ･ 中川知子 ･ 荒木留美子 ･ 山崎
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Expla n atio n of figu re 畠
(Sc alein mic r ogr aphsindic ate sIFLin lenght.)
Fig.1. Light mic rogr aph of a Pa cinian C O rpu SCle
in the m u s cle laye r of r at u rin a ry blad de r. A
mylin atedn e rv efibe r(a rr o w)a nd a c apilla ry a re
lo c ated in clo s e c o nta ct with the m ain body ofthe
C Orpu S Cle. Osmiu m
-
Stainingfor mylin she ath,×
240.
Fig.2. Light mic rogr aph of 3 Pa cin ia n co rpu s cle s
inthe m u sclelayer. Left 20fthe mha v ea c o m m o n
C apilla ry. Os miu m stain1ng, ×240.
Fig.3. Light mic rogr aph of a Pa cinia n c o rpu scle
inthe subm u c o sa.Itha s a myelin ated n e rv efibe r
(a rr o w)a nda c apilla ry. Os miu m - Stain ing, ×240.
Fig.4. Light micrograph of a Pacinian corpuscle
in the m u s cle laye r. T he a rr o windic ates a
myelin ated n er v efibe r which ru n Sbetw e e ntw o
m u scle bu ndle s. Toluidin eblu e staining, ×240.
Fig.5. Ele ctr o n micr ogr aph of a lo ngitudin al
S eCtio n ofa Pa cinia n co rpu s cle ofthe r atu rin a ry
blad de r. Note agr a n ula r a ndgra n ula r v esiclesin
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the pr otru Sio n ofthe a x o n(a rr o w)lo c ated a m o ng
thein ner c o rela m ella e. On theleft side ofthe
mic rograph, a n u n myelin ated ax o n(A)located in
the c ente r ofthe c o rpu s cleis se e n.
Fig. 6. Electron mic r ogr aph of a lo ngitudinal
SeCtio n of a Pa cin ia n c o rpu scle in the m u scle
laye r ofr aturin a ry bladde r. T he o ute r c aps ule
(O C), the in ne r c o r el am ella e (I C) a nd the
u myelin ated a x o n(A)a re seen. T he c ell body of
thein n e r c or e cell ha s a r elativ elyla rge n u cle u s
(N). Notethe pre se n c e ofa ciliu m(a r ro w)in the
u n myelin ated a x o n.
Fig. 7. Ele ctr o n mic rogr aph in highm agnific atio n
Of the u nmylinated a x o n(A)in Fig. 6. The
a r ro win dic ate s a ciliu m which ha spresumably
nin edo uble filam e ntS･ T he in n e r co r ela me11ae
(IC)en clo sethe u nm yelinated a x o n.
Fig･8･ Ele ctro nmic rogr aph ofa cro ss
-
S eCtionof
theflat ten edte rminals egm e nt ofthe a x o n(A)in
a Pa cin ia n c orpuscle･ T he a x o n c o ntai s m any
mito cho ndria a nd v e sicle swith o rwithoutde nse
C O r e･ T he a rr owsindic ate s2 cilia in the ax on.
S ho rt pr otruSion s ofthe te rminals egm ent ofthe
a x on ru ninto the radialcleft ofthein n er core on
the right side of the micr ograph.
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F he Stm cture of Pacinia nCoq}uSCles of Rat U dm ry Bladder Mitsu oki Ya m ada, Toshio
Yarnashita
* & Ryohei Honjin*, Departm e nt of Obstetrics a nd Gyn ec olgy(Director:Pr of･ E･
Nishida), *Departm ent ofAn atom y(Director:Pr of･ R･ Ho rjin), Scho olof Medicin e, Kanazawa
university, Ka n aza w a,920
- J
･
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Abstm ct
T he pr e se nCe Of Pacinian C O rPuSCle sin t he u rin aryblad der ha sbe e n reported by m anyin v est i
gato rswith 山ghtmic ro sc
op y･ Ho w ev e r, t he fin e stru Ctu r e Of the corpus cles re m ains u nsoIv ed･
Thepres e nt Studyis m ade to obse r ve the stru Ctu r eOf the c orpuscles byboth lightand ele ctron
micro scople S.
Pa cinian c o rpu sclesin the wa1lof the r atu rina ry blad de r a r e ov al or ellips oidal in shape and
sm au in siz e(1 5-3 0pin lo ng dia meter,8-2 0pin sho rt o n e)a sco mpa r ed wit h t hosein the ot her
parts of the body･ T h
ey a r efo u nd spo radica11yin the m usclelaye rin t helate r o-lo w er wal lof the
body of the blad de r, a nd 6 to l O in nu mbe rin all･ T hey ra r ely ap pea rin a gr
oup of2 to 3･ In
rare c asesthe c o rpu s cles ar eprese nt in t he sub m u co sa.
T he Pa cinia n c o rpuscleis c o mposed of a main body, CaPi11arie s and a myelin ated n e rv efibe r.
T he main body is c o mpo sed ofthe o ute r c aps ule of con n ectiv etissu e ele me nt,theinn erco re of
Schw a n n cellele m e nt a nd the u n myelin ated a xonlo c ated in the c e nte r.
Electro n mic roscopic stud ies sho w that the o ute r c apsule is c o mpo sed of 2 to 3 1ayer sof t he
c apsular c ells and t heir flat pr otruSio ns which a r e a r ranged loosely in con c e ntrically a rr anged
la m e11ae. T he c ell laye rs of t he o ute r c apsule a r esepa rated by a s mal 1a mo u nt ofcollage nfibr皿s
a nd a m o rphou s s ubsta n c e. T hein n e r c o r eis c o mposed of 5 to l O layersof le s sden se cens and
their flat pr o c e ss es. T he c ell body is situ ated at the o uter m a rgm ofthe inner c o r e, and the
pro c ess e s exte nd in w a rd･ T he u n myelinated ax o nis in c o ntact with theinn erm ost laye r of t he
inn e r c o rela m ella e. T he u n myelin ated a xon contains in its te r minal s egm e nt m a ny mitocho n
L
dria and agra n ula r a nd gr a n ula r v e sicles, Which a re simila rin fin estruCtu r etO the syn aptic v e si
cles. T he te r min alsegm e nt of t he a x o n assu m es aflatten edprofile a nd e xte nds s m aupr otruSio ns
which ar elo cated in t he bilateral radial clefts of the inner co re. Oc c a sion ally,the s m allprotr ひ
Sio n s of the a x o n c o ntai ing a s m allnu mber ofvesicles ar efo u nd a m o ngthein n e r cor ela m ella e.
A cniu mis se e nin t he u n myelin ated axo n of the Pa cinian COrPu S Cle .
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